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First Automotive Works（FAW）では、AUTOSAR規格に準拠した将来のモビリティ
コンセプトを開発しています。同社では、バーチャル ECU（V-ECU）だけでなく、
プロトタイピングシステムMicroAutoBox II、量産コード生成ツール TargetLink、
およびシステムアーキテクチャツール SystemDesk（すべて dSPACE製）を使用す
ることで、モデルベースおよび AUTOSARベースの新たな推進テクノロジの実装に
取り組んでいます。
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向けの電動およびハイブリッドモビリティ
コンセプトを開発しています。この目的の
ために、同社はプロトタイピングプロジェ
クトを立ち上げ、既存のコントローラモデ
ルをAUTOSAR準拠の形式に移行しまし
た。この際には、ツールによる移行だけで

F

 >>

as a Standard 

FAW社

AW社では、AUTOSAR準拠のコ
ントローラソフトウェアを活用して、
新しい電気自動車やハイブリッド車

なく、ラピッドコントロールプロトタイピン
グによる新しい機能の車載テストも必要
になりました。しかし、FAW社が当初使
用していたツールチェーンは AUTOSAR
に準拠した開発環境向けには設計されて
いなかったため、たとえば、AUTOSAR
準拠のプロセス用に最適化された新しい
ツールを既存のツールチェーンに追加す
る場合などにおいて、移行のための変更

Excellence 
が多数必要となりました。

AUTOSARへの移行
FAW 社が AUTOSARに準 拠した開
発環境に移行するうえでは、従来の非
AUTOSARの開発プロジェクトで使用
していた Simulinkモデルと既存の通信
記述ファイルがベースとなりました。同
社の開発者は、AUTOSAR準拠のソフ

AUTOSARベースの開発環境により、
未来の電気自動車および 
ハイブリッド車を実現
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バーチャル ECUの生成
FAW 社 にとって の 次 の 課 題 は、
AUTOSAR準拠のソフトウェアコンポー
ネントを使用した車載テストでした。ここ
では、MicroAutoBox IIでバーチャル
ECU（V-ECU）を実行することが極めて
効果的でした。V-ECUの作成に最適な
ツールは、アーキテクチャソフトウェアで
ある dSPACE SystemDeskです。同社
では、新しい SWCおよび DBCファイ
ルを SystemDeskにインポートし、そこ
で ECUコンフィギュレーションフレーム
ワークに自動化機能を実装しました。こ
れにより、設定の AUTOSAR準拠への
変換や V-ECUの生成を自動的に行える
ようになりました。同社では、これらのス
テップおよびツールを活用することにより、
AUTOSAR準拠の開発環境の構築に向
け、コントローラソフトウェアの移行を実
施することができました。

プロトタイピングシステムの準備
FAW社では、従来のプロトタイピングを
用いて新しいコントローラソフトウェアの

車載テストを行い、それが非 AUTOSAR
のソフトウェアバージョンと全く同じ挙動
を示すことを確認しました。開発者は、
V-ECUとMicroAutoBox II間の情報の
やり取りにはReal-Time Interface（RTI）
ブロックセットを使用しました。これらの
ブロックセットでは、V-ECUの入出力
および信号とMicroAutoBox IIの入出
力および通信インターフェイスとの接続
を容易に行うこともできました。つまり、
MicroAutoBox IIはプロトタイピング時
における車載 ECUの役割を担いました。

結果と今後の展望
FAW社は、Electric Drive向けコントロー
ラソフトウェアをAUTOSARに準拠させ
るうえでの中心的なプロトタイピングプロ
ジェクトを無事に完了することができまし
た。同社の開発者は、AUTOSAR環境へ
の移行をツールによって完了することがで
きたため、モデルや新しい機能の開発に注
力することができました。このプロジェクト
の結果は、さらなる改善に向けた土台とな
り、コントローラの量産にも活用される予
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AUTOSARに準拠した ECU向けのコントローラソフトウェアの移行プロセス。コントローラソフトウェアは、プロトタイピングシステムを使用して車載
テストすることができます。

トウェア構造を構築するため、dSPACE 
TargetLinkおよび複数の TargetLink
拡張製品を使用しました。これらの拡張
製品の 1つに TargetLink AUTOSAR 
Migration Toolがあります。このツール
を使用すると、AUTOSARに準拠してい
ない標準の TargetLinkモデルをワンク
リックで AUTOSAR準拠のモデルへと
変換することができます。開発者は、ま
ず Simulinkモデルを TargetLinkにイン
ポートし、そこで TargetLinkモデルへの
変換を行いました。それらのモデルを使
用すると、AUTOSARに準拠したコード
とAUTOSARソフトウェアコンポーネン
トデスクリプションファイルをすばやく生
成することができました。FAW社では、
同社独自のソフトウェアアーキテクチャ
の要件を満たすため、柔軟性に優れた
AUTOSAR Migration Toolのさまざま
な設定オプションを活用しました。これに
より、AUTOSARに準拠した形式のソフト
ウェアコンポーネント（SWC）を容易に作
成できるようになり、それらを他の開発タ
スクに流用することも可能になりました。

「 シームレスな dSPACEツールチェーンは、使いやすいだけでなく必要な各種 
機能が用意されているため、経験の浅い開発者でもコントローラソフトウェアを
AUTOSARに移行することができます。」

Guohuang Ji氏、FAW社
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定です。FAW社では、これらの結果を極め
て効率的に達成できたため、引き続きこの
新しい手法で ECU開発を行うことを考え
ており、SystemDesk、TargetLink、およ
びMicroAutoBox IIといった dSPACE

Dali Jiang氏
BMS用電子制御システム開発部門リーダー、
FAW社、長春（中国）。

製品のツールチェーンも引き続き使用して
いく予定です。 

Guohuang Ji氏、Dali Jiang氏、FAW社

Guohuang Ji氏
バッテリ管理システム（BMS）用電子制御
システム担当ゼネラルエンジニア、FAW社、
長春（中国）。

FAW社では、コントローラソフトウェアを AUTOSARに準拠した構造に移行し、これを車両向けに使用することができました。

「 量産コード生成ツールである TargetLinkは、当社
の ECUソフトウェアの実装において中心的な役割
を果たしました。私たちは、AUTOSAR準拠の新た
な開発プロセスにおいても引き続き TargetLinkを
使用する予定です。」

Dali Jiang氏、FAW社

タスク
AUTOSAR準拠の未来の Electric Drive
およびハイブリッドドライブに対応したコ
ントローラソフトウェアの開発を目指す
FAW社のプロジェクト。

課題
AUTOSAR準拠の開発環境だけでなく
非 AUTOSARソフトウェアの移行にも
対応したツールチェーンのセットアップ。
非 AUTOSARソフトウェアの速やかな
AUTOSARへの移行と車載テストの実施。

解決策
シームレスな dSPACEツールチェーン
を使用することにより、わずかな労力と
知識のみでコントローラソフトウェアを
AUTOSAR準拠の構造に移行すること
ができました。AUTOSARに準拠したソ
フトウェアの車載テストには、V-ECUと
MicroAutoBox IIを組み合わせて使用し
ました。

概要

新しいアプリケーションソフトウェア（DUT）

V-ECU

SWCSWC

SWC

DUT = テスト対象デバイス
SWC = ソフトウェアコンポーネント
V-ECU = バーチャル ECU
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